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収
束
の
目
途
が
立
た
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
は
、
世
界
経
済
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
、
私
た
ち
Ｊ
Ｒ
産
業

に
お
い
て
も
グ
ル
ー
プ
会
社
を

含
め
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
あ
た
え

る
影
響
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
規

模
と
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、

労
働
組
合
と
し
て
今
、
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
、
行
動
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
共
に
前
に

向
か
う
こ
と
。
こ
れ
ま
で
に
も
数

多
く
の
試
練
を
仲
間
と
と
も
に

乗
り
越
え
て
き
た
！ 

Ｊ
Ｒ
連
合
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
対
策
本
部
」 

４
月
７
日
、
政
府
は
７
都
府
県

に
対
し
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出

し
、
そ
の
後
の
４
月
16
日
に
は
、

全
都
道
府
県
に
拡
大
、
５
月
４
日

に
は
当
初
Ｇ
Ｗ
明
け
ま
で
と
し

た
期
間
が
さ
ら
に
延
長
さ
れ
た
。 

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
こ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
い

っ
た
国
難
に
値
す
る
未
曽
有
の

事
態
に
対
し
て
、
労
働
組
合
の
立

場
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
産
業
に
働
く
全
て

の
仲
間
の
雇
用
を
全
力
で
守
っ

て
い
く
こ
と
、
そ
の
た
め
に
も
Ｊ

Ｒ
産
業
を
構
成
す
る
全
て
の
企

業
が
雇
用
確
保
を
前
提
と
し
て

事
業
が
継
続
で
き
る
環
境
を
整

え
、
事
態
収
束
後
に
は
全
て
の
仲

間
の
結
集
で
Ｊ
Ｒ
産
業
を
支
え

て
い
く
環
境
を
創
り
出
し
た
い

と
の
基
本
的
考
え
方
か
ら
、
「
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

本
部
」
を
設
置
し
、 

産
業
保
護

及
び
産
業
振
興
の
観
点
か
ら
政

治
・
行
政
へ
緊
急
要
請
行
動
を
展

開
し
て
い
る
。 

産
業
を
ま
も
る
観
点 

・
雇
用
調
整
助
成
金
の
率
及
び

額
の
嵩
上
げ
、
特
例
扱
い
の
拡

張
適
用
・
公
租
公
課
を
は
じ
め

と
す
る
諸
費
用
の
減
免
・
政
府

方
針
に
依
拠
し
た
事
業
収
入
の

減
少
に
対
す
る
支
援 

事
態
終
息
後
の
産
業
を
建
て
直

す
た
め
の
観
点 

・
旅
行
需
要
喚
起
に
資
す
る
支

援
措
置
の
実
施
・
鉄
道
を
含
め

た
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
む

け
た
支
援 

→
高
速
道
路
料
金

引
き
下
げ
と
い
っ
た
動
き
に
は

断
固
反
対 

Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会

を
軸
に
、
各
政
党
へ
の
要
請
行
動

に
続
い
て
４
月
８
日
に
は
、
国
土

交
通
省
鉄
道
局
に
赴
き
要
望
書

を
手
交
し
た
。
要
望
書
は
①
産
業

保
護
と
事
業
継
続
の
た
め
の
支

援
措
置
、
②
産
業
振
興
の
た
め
の

支
援
措
置
、
③
将
来
の
あ
り
方
を

見
据
え
た
対
策
を
求
め
る
も
の

と
し
て
お
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る

経
済
対
策
等
も
提
起
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
る
。 

私
た
ち
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は

Ｊ
Ｒ
産
業
に
働
く
仲
間
、
グ
ル
ー

プ
会
社
を
含
め
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
働
く
全
て
の
仲
間
の
た
め
に
、

Ｊ
Ｒ
連
合
と
と
も
に
行
動
し
て

い
く
。 

本
部
は
、
既
報
の
通
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
関

す
る
団
体
交
渉
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
後
も
「
緊
急
事
態

宣
言
」
が
発
令
さ
れ
る

等
、
こ
の
間
、
そ
れ
に
伴

う
会
社
対
応
も
、
日
々

刻
々
と
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。
ま
た
、
社
員
感
染

も
報
道
さ
れ
る
中
、
働

く
仲
間
の
安
全
と
、
鉄

道
の
安
全
・
安
心
が
守

ら
れ
て
い
る
か
と
い
っ

た
重
要
な
視
点
を
し
っ

か
り
見
据
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４
月
29
日
、
菅
野
執
行
委
員

長
を
対
策
本
部
長
と
す
る
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
対

策
委
員
会
」
を
設

置
し
、
各
地
方
本

部
と
と
も
に
、
実

態
報
告
・
仲
間
の

声
、
多
く
の
労
働

者
の
声
を
収
集
し
、

本
部
対
応
を
図
る

と
し
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
イ
ル
ス

に
起
因
し
、
労
働

条
件
変
更
を
は
じ

め
と
す
る
労
使
間

に
お
け
る
動
き
が

あ
っ
た
場
合
は
、

こ
れ
に
即
応
し
対

策
を
講
じ
る
。
必

要
に
応
じ
て
Ｊ
Ｒ

連
合
に
情
報
提
供

を
行
な
う
と
共
に

共
闘
し
対
応
す
る
。 

執
行
委
員
会
見

解
に
あ
る
通
り
、

私
た
ち
は
こ
の
難

局
に
心
を
合
わ
せ

て
仲
間
と
共
に
立

ち
向
か
っ
て
く
。

‥
そ
の
決
意
を
委

員

長

が

Ｓ

Ｎ

Ｓ

(

Ｆ
Ｂ)

で
「
動
画
」

に
て
配
信
中
で
す
。

大
注
目
！ 

 

本部 新型コロナウイルス 
感染拡大対策委員会を設置 

 

新型コロナ感染症禍に負けず力を合わせてこの難局を乗り越えよう ！ 
中央執行委員会見解 

困難な中で、その最前線で闘う医療機関の皆さん、ＪＲ東日本に働く仲間の皆さん！JR に働く
全ての仲間の皆さんに敬意と感謝を申し上げます。 

私たちの国や社会、会社は、今、「新型コロナウイルスの感染症」拡大により、かつてないほどの苦
境に立たされています。私たちの会社の社長は、４月７日の記者会見で「本年３月期の新型コロナ
ウイルス感染症による鉄道営業収入影響額が７３０億円だった」と回答されています。また、ゴールデ
ンウイーク輸送にあっても、ご利用戴くお客様の減少に歯止めが掛かりません。さらに、私たちの会社
に関連するホテルや飲食、お弁当やお土産などの物販、バス、旅行業などの業種に至っては、正常
な事業運営すら困難な状況にまで陥っています。 

４月７日に政府による「緊急事態宣言」が発せられ、さらに５月 31 日まで全国で延長されまし
た。日本中が多くの我慢を強いられているにも関わらず、今も罹患され、発症される方は、一向に
減るという状況にありません。いまだ収束時期が全く見通せない状況にあっては、2011 年に発生し
た、東日本大震災にも比すともいえる大きな試練を迎えています。 
こうした中にあって、私たちの働くＪＲ、ＪＲ東日本は、これからも日本を支え、地域を支え、人々の

生活を支え続ける使命があります。私たちはこの使命を果たすことに心血を注いでいます。９年前、
東日本大震災から立ち上がり、私たちの動かす一番電車に手を振って下さったお子さま、お年寄
り、すべてのみなさんの笑顔を思い出しましょう。再びあの笑顔に出会うため、私たちができることを後
悔することなく、すべてやりきっていきましょう。 

今、新型コロナウイルス感染症に罹患しないことが大切です。ご自身のため、ご家族のため、会
社のため、社会のため、どうか日常においてお一人おひとりができることをお願い致します。咳エチケッ
トや手洗い、うがいなどできることを確実にしていきましょう。 
また、自宅で過ごさざるをえないとき、自らを高める努力をしていきましょう。通常の業務に就けた時、

お客様にさらに喜んで戴けるサービスを創り出しましょう。自己変革、会社の変革を推し進めるため、
意識して行動しましょう。それこそがお客様の笑顔を創り喜んで戴けることに繋がると思います。 

残念ながら「罹患したかも」。そう感じた場合は勇気をもって出勤せず、会社に申告し堂々と医療
機関を受診しましょう。私たちは、社会を守る最前線で闘っています。結果として、新型コロナウイルス
感染症に罹患することは、特別なこと、非常識なことではありません。とりわけ私たちは、その可能性が大
きいと言えます。堂々と医療機関を受診し、職場に復帰する努力をお願いします。新型コロナウイルス
感染症と闘う皆さん、そして社会の偏見と闘う皆さんを、私たちは応援し共に闘って参ります。 

私たちのように、現在の目に見えない敵と闘うという非常時にあってもそこから逃げられない、地域
や人々の生活を守る仕事をしていれば、そのリスクは決して少なくないのだと思います。私たちジェイア
ール・イーストユニオンは、勇気を持って日常業務に取り組んでいる仲間を尊敬し、共にこの困難に
立ち向かっていこうと決意しています。 

私たちは何もできないかもしれない、しかし、私たちは逃げない。みなさんと共に考え悩み共に進ん
で行く事を決意しています。 

感染の不安と闘いながら、毎日、職務に精励しているのは、私たちだけではありません。この難局
にあっても社会を支えようという高い志を持った仲間が、医療にも、物流にも、生産の現場にもいま
す。私たちの努力は確かに社会を支え、良識ある方々は、私たちの努力に感謝で応えてくれていま
す。私たちは決して孤独ではありません。 

私たちジェイアール・イーストユニオンは、企業内労働組合として会社を守る運動を展開し、さらに
社員としての本分を忘れず、日常業務をがんばっている仲間のみなさんが、さらに安全で安心して働
けるよう努力して参ります。ＪＲ産業で働く全ての仲間の安心のために、そしてＪＲ産業、ＪＲ東日本の
明るい将来のために、力を合わせてこの難局を乗り越えていきましょう。 

令和 2年 5月 5日 
ジェイアール・イーストユニオン中央執行委員会 

基本理念 
1．社員で考え、社員のための労働
運動を目指す 企業内労働組合 

2．心とこころをつなぐ相互扶助活
動と、次代につなぐ社会正義の
実現を目指す 
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発行者  菅 野 一 位 
編集者  教   宣   部 

〒105-0021 
東京都港区東新橋 2-8-28 
TEL(J R) 057-7333 
TEL(NTT) 03-6452-9687 

ホームページ検索 
  「ＪＲＥユニオン」 



ＪＲ連合 ジェイアール・イーストユニオン「ジャスティス」  ２０２０（令和２）年 ５月 ８日 第７０号（２） 

  

Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン  

Ｊ
Ｒ
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展

を
め
ざ
し
て
、
今
こ
そ
Ｊ
Ｒ

連
合
へ
の
総
結
集
を
！ 

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
「
Ｊ
Ｒ
産
業
に

集
う
す
べ
て
の
仲
間
の
Ｊ
Ｒ
連

合
へ
の
総
結
集
」
を
果
た
す
た
め

に
、
さ
ら
に
組
織
を
強
化
し
、
Ｊ

Ｒ
連
合
に
加
わ
っ
て
い
な
い
Ｊ

Ｒ
産
業
に
働
く
仲
間
と
、
そ
の
会

社
側
に
対
し
、
健
全
な
労
働
組
合

の
役
割
や
私
た
ち
が
追
求
す
る

運
動
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
理

解
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
認
識
の
も
と
、
こ
れ

ま
で
丁
寧
に
積
み
重
ね
て
き
た

Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
の
根
底
に
流
れ

る
運
動
の
理
念
を
再
確
認
す
る

と
と
も
に
、
決
し
て
現
状
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
将
来
を
見
据
え

て
さ
ら
な
る
進
化
を
め
ざ
し
た

運
動
の
方
向
性
を
共
有
す
べ
く
、

『
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
策
定

し
た
。 

労
使
関
係
の
意
義
と
役
割
に

つ
い
て
労
使
の
認
識
が
低
下
し

て
い
る
と
言
わ
れ
る
現
状
を
捉

え
、
私
た
ち
は
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持

続
的
な
発
展
の
た
め
に
、
労
働
組

合
と
し
て
の
機

能
を
発
揮
し
そ

の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
と
い

う
健
全
な
労
働

組
合
と
し
て
、
そ

の
必
要
性
を
Ｊ

Ｒ
産
業

に
働
く
仲
間
と
経
営
側

に
理
解
を
広
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

鉄
道
事
業
と
い
う
国
土

の
あ
り
様
に
深
く
か
か

わ
る
産
業
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

は
、
国
と
の
関
係
も
重

要
で
あ
る
。
ま
た
同
様

に
、
地
域
と
の
連
携
と

い
っ
た
国
土
形
成
に
関

わ
る
施
策
に
つ
い
て

は
、
私
た
ち
労
働
組
合

の
役
割
、
意
義
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
。 

そ
の
た
め
に
も
、
労

使

の

連

携

を

通

じ

た

政

策

対

応

と

い

っ

た

も

の

が

求

め

ら
れ
る
。

労

使

で

ベ

ク

ト

ル

を

合

わ
せ
て
山
積
す

る
課
題
を
乗
り

越
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。 

「
Ｊ
Ｒ
連
合

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
広

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
う
し
た
課
題
認
識
と
、
私
た
ち

の
運
動
理
念
、
方
向
性
を
多
く
に

伝
え
理
解
と
浸
透
を
図
り
、
20

万
人
を
超
え
る
Ｊ
Ｒ
産
業
に
集

う
仲
間
の
総
結
集
を
実
現
し
て

い
こ
う
。 

職
場
に
は
将
来

を
見
据
え
た
労

働
組
合
が
必
要

不
可
欠
！ 

ビ
ジ
ョ
ン
第
１
章
か
ら

【
項
目
】
と
要
点 

Ｊ
Ｒ
産
業
に
労
働

組
合
が
必
要
な
５

つ
の
視
点  

１
．
多
様
な
人
が
支

え
続
け
る
産
業 

老
若
男
女
、
あ

ら
ゆ
る
雇
用
形
態

の
人
材
が
活
躍
し

て
こ
そ
、
Ｊ
Ｒ
産

業
の
発
展
が
あ
り

ま
す
。
多
様
化
す

る
人
材
が
抱
え
る

多
様
な
ニ
ー
ズ
を

労
働
組
合
が
把
握

し
、
適
切
に
労
働

環
境
の
改
善
に
繋

げ
る
こ
と
が
、
今

後
一
層
求
め
ら
れ

る
の
で
す
。 

２
．
ル
ー
ル
と
秩
序
を
重
ん
じ
る

産
業
文
化 

Ｊ
Ｒ
産
業
の
中
核
を
形
成
す

る
鉄
道
事
業
は
、
ル
ー
ル
を
守

り
、
チ
ー
ム
で
作
業
を
す
る
の

が
基
本
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
阻

害
さ
れ
が
ち
な
自
由
な
意
思
疎

通
は
、
労
働
組
合
が
声
を
吸
い

上
げ
る
こ
と
で
解
消
さ
れ
る
の

で
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
関
係

性
は
Ｊ
Ｒ
各
社
と
グ
ル
ー
プ
会

社
の
間
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。 

３
．
多
様
な
価
値
観
を
養
う
人
材

育
成 Ｊ

Ｒ
産
業
が
有
す
る
業
務
の

特
殊
性
・
専
門
性
は
、
個
々
人

の
「
働
く
こ
と
」
の
認
識
を
固

定
化
さ
せ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

労
働
組
合
の
活
動
は
、
系
統
や

職
種
、
会
社
を
越
え
た
多
く
の

仲
間
と
出
会
え
る
機
会
を
創
り

出
し
、
多
様
な
価
値
観
を
受
け

容
れ
る
視
野
の
広
い
人
材
を
数

多
く
育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

４
．
Ｊ
Ｒ
産
業
が
抱
え
る
政
策
課

題
へ
の
対
応 

企
業
労
使
で
解
決
で
き
な
い

Ｊ
Ｒ
産
業
の
課
題
は
、
政
治
や

行
政
の
力
な
し
に
解
決
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
。
労
働
組
合
は
、

働
く
者
の
立
場
で
、
会
社
と
異

な
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
た
働

き
か
け
を
行
い
な
が
ら
、
労
使

が
連
携
し
て
政
策
課
題
を
乗
り

越
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。 

５
．
Ｊ
Ｒ
産
業
と
地
域
社
会
を
繋

ぐ
役
割 

私
た
ち
の
産
業
は
地
域
社
会

と
の
連
携
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
労
働
組
合
が
様
々
な
活
動

を
通
じ
て
地
域
社
会
や
、
地
域

社
会
を
支
え
る
仲
間
と
交
流
し

て
知
得
し
た
Ｊ
Ｒ
産
業
に
対
す

る
想
い
や
期
待
を
、
会
社
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
主
体
に
提
言

し
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。 

※
Ｊ
Ｒ
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

本
編
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
多

く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
、
広
く
周
り
の
方
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

Ｊ
Ｒ
産
業
に
お
け
る
建
設
的

な
労
使
関
係
と
、
正
し
い
価
値
観

と
確
た
る
将
来
展
望
を
持
っ
た

労
働
組
合
の
必
要
性
を
、
社
会
や

政
治
、
世
論
な
ど
の
関
係
主
体
に

広
く
訴
え
か
け
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
大
き
な
組
織
の
う
ね
り
を

創
り
出
し
て
い
こ
う
！ 


